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今 回 の 活 動 事 例 集 の 中 で も 、 こ の 助 成 を 受 け た 事 業 が 掲 載 さ れ

ています。是非ご活用ください。

自治会・支会 活動事例集の発行にあたって

青梅市内には、令和７ 年度現在１１の支会、１５９の自治

会があり、それぞれの地域特性にあったさまざまな活動を展

開しています。

魅力ある自治会・支会 活動を事例集としてまとめ、活発に取

り組まれている自治会活動を広く市民の皆さんにお知らせする

こととしました。

各自治会の活動内容や、地域の安心・安全のための防災活

動などを掲載していますので、自治会活動の参考にご活用く

ださい。

青梅市自治会連合会・青梅市
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大門第二自治会活動報告

第３支会 大門第二自治会会長 松本福次郎

大門第二自治会では会員・非会員に関係なく地域住民に対し、毎月「第１日曜日」に資源回収を実施して

おります。近年の地球環境問題やゴミの削減・リサイクルの一環として、自治会役員・環境美化委員はじ

め、一般住民の皆さんも参加し大切な資源の有効利用活動を推進しています。しかし、最近は参加人数が減

少し対応に苦慮していましたが、一昨年から隣組員に対し強制では無く任意の隣番制での参加をお願いした

ところ、徐々に参加者も増え、作業の場から新しい近隣住民との触れあいも出来始めております。

また、資源回収を行いながら一人住まいの「特別会員」宅に対し自治会の現状や活動報告をしながら同時に

安否確認も行っています。現在、大門第二自治会では「特別会員」が10名登録されており、高齢・その他の

理由で自治会活動が困難により一般会員から「特別会員」に移行し隣組員からも抜けます。そのための対策と

して、資源回収や回覧物の配布時を活用して自治会役員がそれぞれ一人住まいの高齢者宅を訪れ世間話をしな

がら近況を聞くことで、皆様との触れあいの中から安心・安全に暮らせる自治会の存在を改めて感じてもらっ

ております。しかし、今後ともこの様な活動を維持するためには、次世代の自治会役員にどう継承出来るかが

今後の大きな課題となっております。

また、同時に新規に引っ越された住民の皆様に対しても資源回収の案内をしながら自治会加入促進もやって

おり、何軒かの新規加入もありました。この様な地道な活動の中から自治会活動が少しでも理解され地域住民

との助け合いの輪が広がる事が、万が一の大規模災害に於いても役立つ事と期待しております。

今後とも資源回収活動を通じ、高齢者の安否確認・新規住宅への自治会加入活動・大規模災害時の助け合い

の輪を広げる取り組みを継続してやっていきたいと考えております。
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盆踊り大会に「地域の底力発展事業助成」を活用

第３支会 今寺第四自治会会長 國生隆利

東京都では、地域の自治会が行う「地域課題を解決するための取り組みを推進し、地域力の向上を図る事業」に

対し助成を行っています。対象となる事業の中には防災・節電活動や高齢者の見守り活動や地域の課題解決のた

めの取組などがあります。

当自治会では、今年度、事業区分「地域の課題解決のための取組」として盆踊り事業を申請しました。過去にも

助成を受けているため、本来ですと２０万円の半額となるところですが、「多文化共生社会づくり」と合わせることで２

０万円の助成が可能となります。

助成を受けるためには、申請受付期間に申請書を提出する必要があり、４月 ７月１０日以降実施する事業と

して申請しました。

申請書は事業計画書と収支予算書を提出。助成金が２０万円なので、実績報告を簡単にするため、総事業費の

うち助成対象額を焼きそば材料費８万円、電気工事１２万円とし、そのほかは補助対象経費として申請しました。こ

のことにより実績報告や領収書・写真の添付が簡素化されます。

７月には東京都から【助成金交付決定通知書】が送付されました。事業実施後、２週間以内に実績報告書と決算

書・領収書、助成対象の写真を提出することになります。実績報告に問題がなければ確定通知が送付されます。

審査が厳しいなどの声をよく聞きますが、申請の仕方によっては簡単に申請できますし、２０万円から場合によっ

ては１００万円の助成が受けられます。積極的に利用してはいかがでしょうか。

当自治会では、令和７年７月１９日（土）に盆踊り大会を開催し、この助成を活用しました。

盆踊り大会は地域の方々とのコミュニケーションを作る大切なものとして位置付け、高齢者の方々や多くの子供た

ちの参加、さらには障がいをお持ちの方々の参加を目指し、実行委員会を作りスタートさせていきました。具体的

には櫓の設置から子供たちが喜ぶ景品、来賓の接待や飲み物の選定さらには焼きそばなど、大会に向けた検討

と準備です。その結果、昨年までは8畳程の櫓を立てていましたが、安全性の面からパイプを使った簡易的なも

のに変更しました。子供達には蛍光腕輪やかき氷、ソフトドリンクを配布しました。このように地域の底力発展事業

を活用することで、焼きそばや子供たちへのお土産などを無償とすることにつなぐことができました。
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「 赤 ぼ っ こ 」 の 整 備 活 動

第 ４ 支 会

第 ４ 支 会 は 、 畑 中 、 和 田 町 、 梅 郷 、 柚 木 町 の ４ 地 区 １ ３ 自 治 会 で

構 成 さ れ 、 地 域 内 に は 、 梅 の 公 園 、 青 梅 き も の 博 物 館 、 吉 川 英 治 記

念 館 の ほ か 神 社 仏 閣 な ど 名 所 が 数 多 く あ り ま す 。

和 田 町 に は 「 赤 ぼ っ こ 」（ 標 高 409.5ｍ ） と い う 山 が あ り ま す 。

山 頂 か ら は 遠 く に

筑 波 山 、 東 京 ス カ

イ ツ リ ー 、 新 宿 の

ビ ル 群 や 奥 多 摩 の

山 々 や 眼 下 に は 、

多 摩 川 と 青 梅 西 部

の 街 並 み を 見 る こ

と が で き 、 ま た 、

道 が 整 備 さ れ て い

て 歩 き や す く な っ

て い る こ と か ら 多 く の 方 が 訪 れ て い ま す 。

こ の「 赤 ぼ っ こ 」の 整 備 は 、和 田 町 自 治 会 と 和 田 町 森 林 組 合 で 平

成 ２ ０ 年 に 東 京 都 の「 花 粉 の 少 な い 森 づ く り 運 動 」に 協 力 し て 、杉

の 木 約 ２ ５ ０ 本 を 伐 採 し た 後 、登 山 さ れ る 方 の 安 全 と 楽 し ん で も ら

う た め に 、山 桜 や 紫 つ つ じ 等 の 植 栽 、山 頂 東 西 の 眺 望 案 内 板 や 赤 ぼ

っ こ 由 来 説 明 板 を 設 置 し た ほ か 、年 ２ 回 の 下 草 刈 り な ど を 行 っ て い

ま す 。

令 和 ７ 年 ５ 月 、大 勢 待 市 長

に 現 況 視 察 を お 願 い し 、市 職

員 、自 治 会 お よ び 森 林 組 合 有

志 で 登 っ た 際 に 、市 長 か ら 眺

望 の 素 晴 ら し さ と 、こ れ ま で

の 取 組 に 対 し 労 い の 言 葉 を い

た だ き ま し た 。

▲ 山 頂 から市 西 部 を望 む
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ま た 、 山 頂 ま で の 道 案 内 板 を 市 で

整 備 し て も ら い ま し た 。 今 後 も 市 の

魅 力 の ひ と つ と し て 、 訪 れ る 方 に 喜

ん で い た だ け る よ う 環 境 整 備 を 図 っ

て い き ま す 。

フ ァ ミ リ ー ゴ ル フ 大 会

第 ４ 支 会 で は 、体 育 振 興 会 主

催 の フ ァ ミ リ ー ゴ ル フ 大 会 を

１ １ 月 に 第 五 小 学 校 の グ ラ ン

ド で 開 催 し 、晴 天 の 中 、７ ４ 名

の 方 が 参 加 さ れ シ ョ ー ト か ら

ロ ン グ ま で 多 様 な コ ー ス に 果

敢 に 挑 ま れ て い ま し た 。

大 会 に は 、９ ５ 歳 の 方 も 参 加 さ れ ま し た 。ご 高 齢 で は あ り ま し た

が 、 他 の 参 加 者 と 一 緒 に １ ８ ホ ー ル を 元 気 に 回 ら れ て い ま し た 。

ま た 、ホ ー ル イ ン ワ ン 賞 も 出 る な ど 、半 日 で は あ り ま し た が 、皆

さ ん 和 気 あ い あ い と 楽 し い ひ と 時 を 過 ご さ れ て い ま し た 。

こ の フ ァ ミ リ ー ゴ ル フ 大 会 は 、

健 康 づ く り と 体 力 増 進 を 図 る と

と も に 、 地 域 の 親 睦 と 世 代 間 交

流 を 目 的 に 実 施 し て い ま す 。

こ れ か ら も 各 種 ス ポ ー ツ 大 会

を 通 し て 、 地 域 の 皆 さ ん の 健 康

と 交 流 の 場 づ く り と と も に 地 域

の 活 性 化 を 進 め て い き ま す 。

下 草 刈 り ▶
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東京都地域の底力発展事業助成

「講師おまかせスマホ教室」の開催

第５支会 二俣尾２丁目自治会(１００世帯)

自治会長 大野 芳男

二俣尾２丁目自治会では、災害やその他緊急時の連絡、また広報を迅速

に行う方法のひとつのツールとして、一斉メールによる連絡網を作ろうと

検討し、令和３年度からは無料で使えるメーリングリストによる一斉メー

ルを開始しました。しかし登録者は３割強と少ない状況でした。

そうした中、東京都の「地域

の底力発展事業助成」のひとつ

である「講師おまかせスマホ教

室」は、自治会が会場の準備と

受講者の募集を行うことにより

スマホ教室の講師が東京都から

派遣され、さらに教室で使用す

る感染対策グッズや機材などの

購入ができると言う事を知り、スマホに慣れてもらえれば、一斉メールの

利用も広がるのではとの思いもあり、令和４年度に初めて応募しました。

幸い受講の決定が得ら

れて令和５年２月１２日

(金)に実施しました。し

かし当日に向け参加者が

予定したより少なかった

ことから、近隣の自治会
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にも呼び掛け、２０名弱の参

加者で行うことができました。

講習では、講師とアシスタ

ントの方が４～５人に一人つ

いてくれていることから、３

時間の講習で個別の疑問にも

答えていただき、参加者から

はとても好評でした。

その後令和５年度、令和６年度も続けて実施し、その都度丁寧な講習と、

個々の対応もして頂き、参加者から喜ばれています。

一方自治会員への連絡網は、利用者も多い LINE を使った方が利用が広

がるのではないか、との声もあり見直しの検討を進めてきました。

そして、令和７年度からは無料の範囲での LINE 公式アカウントに変更

し、自治会員の皆さん

に登録をお願いしまし

た。

その結果登録者は５

割近い方に登録をいた

だき、この間、熊の出

没情報や空き巣の注意

喚起、行事への参加の

呼びかけなどを行っています。

スマホ教室は令和６年度まで３回実施しましたが、LINE による連絡網

の登録の増加に少し寄与したのではないかと思います。引き続き紙の回覧

もしていきますが、今後もこのような取り組みを進めて行きたいと思いま

す。
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小曾木地区文化祭

11 月８日（土）、９日（日）の２日間、小曾木地区文化祭実行委員会

が主催する文化祭が、市民センターで開催されました。

地域のサークルや団体、小・中学校、保育園、福祉施設や個人から、

多く作品が出展されました。

８日（土）は、農業祭農産物共進会と六中生徒によるお点前の披露。

９日（日）は小曽木っ子まつりが同時開催。バルーンアート、お囃子、

おそきウインドアンサンブル青樹のミニコンサートも開催され、２日

間で延 480 人に方にご参加いただきました。

農業祭 六中生徒によるお点前

お囃子の披露 青樹によるミニコンサート
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